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免震ゴム支承と鋼管ねじりダンパーを用いた免震装置に関する研究
A study of seismically isolated device on seismic isolated rubber bearing and 
torsional steel tube dampers 
遠藤輝好人青木徹彦 jt、鈴木森晶↑ tt 
Kiyoshi ENDOH， Te!suhiko AOKJ， Moriaki SUZUKI 
Seismic resistance Experiment center in Aichi institute of technology 
introduces the isolated device with bearing rubber and the tosional 
da血 per of steel tube. Anoth巴robjectives of the r巴searched are to 
analysis the numerically dynamic response of the heavy concrete test 
bed with these isolation devices. In this study， we performed static cyclic 
loading experim巴ntof torsional st巴巴1tube dampers. From the test， a 
good seismic resistance performance is obtained. We confirmed that this 
isolated device is effective. 
1.序論 塑性域での M，と φとの関係(せん断剛性的が図 2
に示すような直線関係になると仮定すると、降伏
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塑性域 : Mt =空三[G'8+(G-G')9.] (2) 4h ~ ， ，~ 
































h= 90mm、板厚 t=4.5田阻(: STK400)、t=6.Omm(: 
BT -LYPl 00)、アーム長 150m皿とした。降伏応力
度は引張り試験結果より、 STK400:a o.2=348MPa 
を用いて、せん断降伏応力 τy=a 0・2/4'3=201MPa， 
BT-LYPI00: a 0，2= 144MPa， τy=83Mpaを用い
て、式(1)に代入して STK400:Mt=20. lkN・問、 BT
-L YP 1 00: 8.3 kN . rn阻となる。ここで、アーム長
を考慮した降伏荷重は STK400:Py=123kN、BT-














繰り返し載荷経路は、①土PY/2，②:tPy，③ 15 = 












した。 STK400の伸びが 40%であったに対し、 BT-




l 次モデルの履歴曲線を図 7~10 に示す。図 7
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コンクリート無充填熱処理あり供試体 L-NA2 ( 
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ー吸収量で 2次モデルが l次モデJLノの約 3倍近く
になっている。この要因として、溶接の改善、お
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側面図を図 18に示す。ゴムは厚さ 16mmが 3層、



























































LEVEL2 TYPEl地震動入力時(図 21(a) )では、
3430kN以上で最大応答変位 25mm以下になり安定
している。




LEVEL2 TYPE2 n種地盤地震動入力時(図 21(c) ) 
4.3.2 解析諸元および入力地震動 では、 JRT-NSを入力すると、 3430kN以下で設計
上部工重量は、実験床本体約 9800kN と実 変位を越すが 4120間以上では徐々に減少した。
験床に上載する実験冶具等を約 1960kN と想 FUKIAI を入力すると、 4800kN時で最大応答変位
定し、総重量を 11800kNとした。 が増加したが 4800間以上では減少した。
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上部工重量(kN) 11800 
降伏荷重レベル (1) (n) (m) (W) ( V) (VI) 
STK400 降伏開始荷重 (kN) 2740 3430 4120 4800 5490 6170 
総パネ定数 (kN/cm) 1660 1910 2170 2430 2690 2950 
BT-LYP100 初期降伏荷重 (kN) 1990 2480 2980 3480 3970 4470 
初期総パネ定数 (kN/cm) 1460 1660 1870 2080 2280 2490 
2次降伏荷重 (kN) 2740 3430 4120 4800 5490 6170 







LEVEL2 E種 J2L2T1 
TYPE1 E種 J3L2T1 
I種 JMA-EW，JMA-NS，INAGAWA 
LEVEL2 E 種 JRT-EW，JRT-NS，FUKIAI 
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LEVEL 2 TYPE 2亜種地盤地震動入力時(図 21(d)) 




4.4.2 BTー LYP1 00を用いた免震装置の場合
図 21(a) ~ (d) STK400を用いた免震装置の応答解
析結果を示す。











返す。 INAGAWA 地震動の特徴として、時刻 8~9s
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